
今こそ改革の時

では行財政改革推進委員会の答申を受け、改革大
綱をはじめとするあらゆる意見やデータを基に「福

智町集中改革プラン」を本年度中に作成して、これを
遂行いたします。いわばこの計画が福智町が進むべき
方向を示す羅針盤に位置づけられるわけです。
　わたしは、行財政改革の過程で、どれだけ住民の理
解と参加を得ることができるか。この点が、再建のた
めの改革にならない、本当の意味での行財政改革の鍵
になると思っています。そこに住民の意志が反映され、
住民の協働がなければ、単なる行財政規模の縮小だけ
に終わってしまうからです。
　まずは、財政の現状を知り、分析し、町の将来像を
描きながら、その上に立って、何を削り、何を残し、
何を創るのかを検討していく必要があります。行革や
財政再建では、何を削るか、ということに目がいきが
ちです。削ることも避けては通れません。ですが、む
しろ住民参加や新しいシステムをどう作るか、意識や
行財政の構造そのものをどう変えていくか、というと
ころに力点を置くべきと考えます。そのためには、実
情を的確に把握し、適切な判断を行い得る行政の役割
が、極めて重要になると自覚しています。
　町政は住民生活に密着し、町の財政危機は、そのま
ま住民生活にはね返ってきます。福智町の沈没を避け
るためにも、新町の礎を築く今こそ、この行財政改革
を推し進めなければなりません。わたしは小さな町だ
からこそ住民一人ひとりが輝く地域を創り得るのだと
確信しています。
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台
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５
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縮
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が
れ
ば
、
国
を

も
揺
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。
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。

※ ローカル・スタンダード：地域の実情にあった地域ならではの基準や制度、価値観。

国 市 福 難
町

同じ過ちを繰り返さないために、同じ道をたどらないため
に求められることとは何なのでしょうか。福智という新し
い町の創造に向け、今わたしたち自身が変わるときです。
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